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教育目標 

・ねばり強い子 
・考える子 
・助け合う子 
・じょうぶな子 

じぶんをつくり みんなとつくり あしたをつくる子の育成  

重点教育目標 



６月１７日から２９日にかけて、写生会を行いました。

１・２年は消防車、３・４年はクレーン車、５・６年は 
漁船を題材に、それぞれ作品づくりに取り組みました。 
 子供たちは、実物をよく観察しながら、形や色の特徴を

捉え、一生懸命に下書きを描くなど、どの学年の子供たち

も集中して活動していました。 
 完成した作品は、学習発表会や町民文化祭で展示され

る予定です。子供たちの頑張りが詰まった作品がどのよ

うに仕上がるのか、今からとても楽しみです。 
 
 

   

 

 

 

 
７月２２日、不審者対応訓練を実施しました。こ

の訓練は、登下校時や放課後に不審者から声をかけ

られた際の適切な対応を学び、自分の身を守ろうと

する意識や防犯意識を高めることを目的として行

いました。 
 当日は、松前警察署生活安全係の皆様にご協力い

ただき、不審者に遭遇した場面を想定した訓練を実

施しました。子供たちは、「いかのおすし」の約束

を意識しながら落ち着いて行動し、安全な場所へ避

難するなど、真剣な態度で訓練に取り組んでいまし

た。訓練を通して、自分の命を守るためにどのよう

に行動すればよいかを学ぶことができ、ねらいを十

分に達成することができました。 
 自分の身を自分で守ることは、本校の重点教育目

標にある「じぶんをつくる」「あしたをつくる」に

つながる大切な学びです。今後も、子供たちが安全

に生活できるよう、防犯意識を高める取組を継続し

ていきます。 
７月７日、福島小学校と合同でブックフェスティバル

を行いました。１～３年生は読み聞かせを楽しみ、４～６
年生はブックトークを通して、本の魅力やおすすめの本
を知ることができました。 
 その後は、床一面に並べられたたくさんの本の中から、
自分が読みたい本を選びました。子供たちは「どの本を借
りようかな」と目を輝かせながら本を手に取り、借り終え
た後も全員がそろうまで夢中になって読書を楽しむ姿が
見られました。 
 本の世界に親しみ、読書の楽しさを実感できる貴重な
時間となりました。これからも、さまざまな本との出会い
を大切にしながら、子供たちが読書に親しみ、本の楽しさ
や面白さを感じられるような取組を続けていきます。 
 

 
７月２日、人権教室を実施しました。当日は、人権擁護

委員の皆様にご来校いただき、朗読劇や読み聞かせを通
して、「相手の気持ちを思いやることの大切さ」や「生命
を大切にする心」について教えていただきました。 
子供たちは終始温かな雰囲気の中で真剣に話に耳を傾

け、人権について考えを深める貴重な時間となりました。 
この後、子供たちは今回の学びを生かして人権ポスタ

ーの制作に取り組みます。ポスター制作を通して、自分や
友達の人権について改めて考え、一人一人が人を思いや
る気持ちや生命を大切にする心を育みながら、人権意識
をさらに高めていけるよう指導していきます。 


